
　　　　　p一ニトロフェノールの分解度試験成績報告書

∠　試験期間　 昭和」0年！0月・Z3日～昭和50年！！月14日

ユ試料名　p一ニトロフェノール（試料温K－1」5）

　　　分子式　　0・E収0、

　　　構造式

　　　　　　　　　　　　σH

　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　N儀

3　試験方法及ぴ条件

鷺三三1灘一一一一

　3！　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　3．2　酸素消費量測定

　　　　　3ノの記録による

　3．3　生分解試験後の直接定量法

　　　色）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器F工D

（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　隊験－型

　　　　・／0皿■分取　　　　　　　。ろ過（ミリボァフィルター使用）

　　　　。勘分離（15009×券9r20莇取し且C旦で節醐

　　　　・上澄液分取　　　　　b2Jm1定容

匝轟　歯
（c）分析条件

　　　全有機炭素分析計（T　o　e計）

　　　　流速　T　C回路　200ml／～nin

　　　　温度　TC炉　　880℃

　　　ガスクロマトグラフ（αO）検出器F工D

　　　　キャリアガス　　憶

　　　　充てん剤アピエゾングリースL／0勇十H8PO43％／クロモン〃㌣

　　　　ガラスカラム　　2mmφ×．2m

　　　　カラム温慶i　！5’8℃

　　　　　　　　（以下次頁に続く）



名　試験結果

分解度（％） 付　　　図 付　　　表

酸素消費量による結果 農3 ！
一

T　O　C計による結果 ※（一） 2 ！

L塑・結果 ※（一） 3 ．2

　　　※　負の値を得たので〔一）とした。

よ　そ　の　他

　　　K一！55はpHにより発色が安定しないためUV測定は行わ

　　なかった。

　　　G　Oの測定ではpHを念のため固定し（］担3）で測定した。

　　間接定量が413％の分解度を示しているがク一口メータ一図の

　　もれの影響によるものと推定され、実際の分解によるものでは

　ないと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


